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After COVID-19

私は幼い頃からの阪神タイガースファンでした。阪神タイガースが日本一になった1985
年、当時高校生だった私はとても興奮したのを覚えています。医師になってからも長い間、
年間シートを買う程の熱狂的な阪神タイガースファンでありました。

COVID-19が流行しだしてからは、年間シートを持っていても甲子園球場に入場できなく
なってしまい、ネットで試合結果を見る程度となってしまいました。

そんな中、知人からの誘いで初めてサッカー観戦に行く事になりました。それがノエビア
スタジアムでのVISSEL神戸の試合だったのですが、試合前に全員で歌う「神戸賛歌」の歌
詞にとても感銘を受け、そこからVISSEL神戸に興味を持ち始めました。それからは甲子園
球場ではなく、ノエビアスタジアムに通うようになり、また他都府県で行われるアウェーの
試合へも足を運び応援しています。

VISSEL神戸は阪神・淡路大震災が発生した1995年に設立されました。試合前には、震
災で亡くなった方へ向けたセレモニーが行われています。全員で歌う神戸賛歌には震災の事
が歌詞に入っており、心を打たれるとともに、二つの震災で亡くなった神戸の友人や仙台の
先輩の事を思い出して、最初はとても歌えませんでした。

COVID-19期間中にはVISSEL神戸からの医療従事者応援活動「こうべ医療者応援ファン
ド」が設立され、感染拡大防止のために活動を自粛していた選手たちから「神戸の街の人を
助けたい」「神戸の街の人を元気づけたい」という声が上がり、「こうべ医療者応援ファンド」
へ選手一同から寄付と、大変な状況下でも人を助ける使命を背負って戦っていただいている
方々に少しでも届けばと、応援メッセージの動画が配信されていました。医療従事者として、
そして神戸に住む人間としてVISSEL神戸を応援しないわけにはいかなくなったという事で
す。嬉しいことに昨年はJ1リーグ優勝を果たしてくれました。

まだまだサッカーの事は詳しくありませんが、レプリカユニフォームを着用して精一杯応
援し、90分間の試合が終わるとそのまま街へ繰り出し、サッカーについて語り合いながら
お酒を飲むこともまた一つの楽しみであります。

医療業界はまだまだ大変ですが、このように応援して下さるチームがいます。
皆様も地元のチームであるVISSEL神戸をぜひ一緒に応援しませんか。

（一社）兵庫県民間病院協会監事
（医社）顕修会　顕修会すずらん病院

理事長・院長　稲見　直邦
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

（一社）兵庫県民間病院協会理事
（医）樹光会 大村病院

理事長　森村　安史

パリ五輪の開会式

パリ・オリンピック開会式の映像が流れてき
た。ダイジェストしか見ていないのであるが、

「なにこれ！  これが開会式？」という驚愕で目
が点になった。

セーヌ川を船に乗って選手が入場する。ギリ
シャに続いて入場してきたのは国籍不明な移民
たちであった。ここまでの斬新さは序の口で
あった。真っ赤に血塗られた首を胸に抱く女性。
真っ青にペイントした性別もよくわからない
人々。キリストを嘲るような「最後の晩餐」の
オマージュ。色彩の異様さと出演している人々
から受ける不快感から目をそらしたくなるよう
な映像が世界中に放映されているのだ。この演
出がフランスらしいと言われればそうなのかも
しれないが、古い頭の私には面白さや、楽しさ、
これからオリンピックという祭典が始まるのだ
というわくわく感も伝わっては来なかった。

グローバル化した世界の中でダイバーシティ
＆インクルージョンな社会とは、この映像に
よって示されたような世界観のことをいうので
あろうか。多様な価値観をお互いが認め合うと
いうのは受取手に不快感を与えても構わない社
会なのだろうか。私はもともと精神障害者とい
うネガティブなイメージで社会から偏見を受け
ていた人々の医療を受け持ってきた。いまでは
精神障害者に対する差別はずいぶん緩やかに
なってきた。それでもなお地域によっては特殊
な目で見られることがある。これらの人々も含
めてインクルーシブな社会が実現されることに

不満はない。障害者が社会の片隅で隠れて生き
ていくようなことがあってはならない。そのよ
うな思想のもとでこれまで生きてきたわけであ
るから、差別のない社会の実現という言葉を拒
否する者では無い。ましてや性別違和は精神障
害としてDSMの診断基準に記載されている疾
患なのである。それでもこのオリンピック開会
式で見せられた世界観には嫌悪しか感じなかっ
たのである。

マイノリティと言われる人々の主張を認めす
ぎることから、社会を構成する多数者に生きに
くさを強いることになってはいないか。多様性
を認めることに拒否はない。さまざまな皮膚の
色を持ち、多彩な文化の人々が地域の中で共に
生活することを拒否するものでは無い。しかし
我が国は日本人の歴史を持って､ 日本人が作り
上げた文化の中で､ 私たちの価値観で生活して
いるのである。多文化の人々が我々と同じ社会
で生活するときには、彼らにも私たちが大切に
してきた価値観を共有してもらう必要があるだ
ろう。多数者が生きにくい世界が生まれると、
少数者への敵意が増す。それが分断につながっ
ていく。過剰に少数意見を聞きすぎることが、
逆に少数者への否定感情となってしまうのであ
る。社会を分断しているのは、多様性を過剰に
受け入れることを強要する人々の側にあるので
はないだろうか。パリ五輪の開会式を見ている
と、私自身の中にも否定的な感情が湧き上がっ
てきてしまうのである。
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

ワーク・ライフ・インテグレーション

（医社）まほし会　真星病院

総合支援部 部長　杉原　麻理子

つい先日、「ストレス解消に何をしてる？  何
が楽しいの？」と聞かれました。そう言われて
みると、自分の趣味について考えたのは、学生
時代に履歴書を書いた時以来です。その当時は、
スノーボード・編み物と書いていた気がします
が、スノーボードなんて収納庫の奥深くで眠り
続けており、バッグの中が怖くて開封出来ませ
ん。編み物ぐらいなら運動不足の私でもすぐに
取り掛かれそうですが、家の掃除も儘ならない
のに、息抜きどころか罪悪感でいっぱいになり
そうです。

自分の日常を振り返ってみると、平日は仕事
で終わり、週末も家にいることはなく、子供た
ちの用事であっという間に終わり、また仕事だ
けの１週間が始まります。書いていると、とて
もつまらなそうに思えますが、私自身はとても
充実していると感じています。

内閣府が「仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）憲章」を定めた2007年、私自身
は社会人に成り立てでワークに必死であり、ラ
イフとのバランスを取ろうとは考えもしない時
期でしたので、ワーク・ライフ・バランスを謳
う人達や重視している人達が、憧れというより
すごく遠い存在に思えていました。それから数
年が経ち、「ワーク・ライフ・インテグレーショ
ン」という言葉が注目されています。「ワーク・
ライフ・バランス」が、仕事と生活を対立的に
捉えており、どちらかに重きをおけばどちらか
が犠牲になっているように思えてしまう一方、

「ワーク・ライフ・インテグレーション」は仕
事と生活をインテグレーション（統合）するこ
とで、“仕事が充実すると暮らしの満足度が上
がり、暮らしが充実することで仕事のモチベー
ションが上がる”といった、相乗効果を得るこ
とが出来ると言われています。この言葉を始め
て耳にした時、すごく自然に受け入れることが
出来、大切にしたい考え方だと思いました。きっ
と、仕事と生活のバランスが取れていない私が
日々に満足出来ているのは、この相乗効果が働
いているからなのだと思います。

法人内に於いても、職員に仕事のモチベー
ション、パフォーマンスを上げてもらうために
は、充実した生活を送ってもらう必要がありま
す。それが叶う職場にしたいと考え、少しずつ
ですが整備を進めています。しかし、大きな課
題の１つが年間就業時間の短縮です。１日の就
業時間を短くしたい人もいれば休日を増やした
い人もいます。また、ライフステージに合わせ
て、希望形態も変化していきます。多様な働き
方を導入するとその分、各部署・部門のマネジ
メントの難易度が上がり、特に働き手が充足し
ていない職種では、余計に一部の職員に負担を
かけてしまうことが明白です。
「新たな取り組みを行うこと」が主目的になっ

てしまわないよう、「法人、職員にとって本当
に価値のある方策は何か」ということを常に検
討し、職員の仕事も生活も充実させていけるよ
う尽力したいと思います。
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

（社医）順心会　順心病院

看護部長　大島　佐代子

看護の想い

看護の職について数十年という歳月が過ぎた
今でも時々「看護師の役割とは何か」を自分に
問うことがあります。そんな時「看護の原点て・
あーて」という一冊の本に出合い、改めて看護
について考えることができました。看護という
仕事は生命を維持する日常的で習慣的で継続的
なケアであることは当たり前なことですが、こ
の当たり前のことを当たり前にやっていかなけ
れば「ケア」とは言えません。その中には一人
の人間の生命をどのように考えるかという哲学
が必要です。高度医療の過密・入院日数の短縮
化・効率化の名のもと省力化が進み看護の本質
とかけ離れた考え方や、行動を正当化させる傾
向がみられ、看護ケアが作業化し達成感が得ら
れないことがあるのではないでしょうか。看護
記録に時間を取られてしまい看護師自身の意識
においても、業務をこなすためだけに神経を費

やし、安全であることを意識し過ぎて患者自身
のQOLを高めることより、自分たちの尺度での
ケアを提供してしまっている傾向があるのでは
ないかと考えます。

私たちは、看護を求める方々に対して、その
人が「生きている」ことを助けることから人間
として「生きていく」ことへの生活支援のため
に手と耳と声と心をフル活用して、その人の生
命と暮らしを維持、継続することに価値を置き、
暮らし目線でケアを展開することが、これから
の看護には必要なことであると思います。

今は現場での看護業務からは離れています
が、看護管理者としてスタッフたちに、看護の
力を信じ、暮らしにこだわり、人に触れ、看護
に専心して看護の実践を蓄積していくようサ
ポートしていきたいと思っております。
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理事会議事録（速報）
令和６年度　第３回

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

Ⅰ　日　時　令和６年７月17日㈬
　　　　　　15：00 ～ 16：00

Ⅱ　場　所　兵庫県医師会館
　　　　　　２階大会議室

Ⅲ　�兵庫県保健医療部、兵庫県病院局の事業説明
　�　開会前に、兵庫県保健医療部臣永疾病対策

課感染症対策官から「新興感染症に対応する
医療措置協定の締結状況」、兵庫県病院局井
上管理課長から「医師の働き方改革について   
病状説明の時間内実施」、保健医療部阿部医
務課企画調整班長から「入院時食事療養支援
事業」について説明を受けた。

Ⅳ　出席者　理事総数20名　出席理事16名
　　　　　　監事総数２名　出席監事１名
　　理　事：�西昂（会長）、髙橋玲比古（副会長）、

橋本創（副会長）、森光樹（副会長）、
大村武久、那須範滿、大江与喜子、
藤 久 和、 宮 地 千 尋、 𠮷 田 寛、
栗原英治、譜久山剛、大西尚、
東靖人、井野隆弘、江尻一成

　　監　事：北川透
　　オブザーバー：播間利光（事務長会会長）

Ⅴ　会議の成立
　�　理事16名が出席し、定款第34条に規定する

定足数を満たしており、本理事会が成立した
旨確認された。

Ⅵ　議　長
　�　西昂会長が、定款第33条の規定により議長

となった。

Ⅶ　議事の経過の要領及びその結果
　　（兵庫県病院協会との合同開催）

【共通事項】
　１　協議事項
　　⑴　�令和６年度近畿病院団体連合会第１回

委員会について
　　　�　兵庫県病院協会大村会長より、下記の

とおり開催されるとの説明があった。ま
た、「提案議題・報告・情報提供事項」、「役
員の推薦」、「出席者」の照会があったが、
兵庫県病院協会、兵庫県民間病院協会と
もに提案議題等はなく、役員の推薦は例
年通り常任委員に会長、委員に副会長を
推薦し、出席者は会長、副会長、事務局
長としたいとの説明があり、協議の結果、
全員一致をもって承認し、可決した。

　　　①　日時　令和６年９月12日㈭
　　　　　　　　13：30 ～ 18：30
　　　②　場所　ホテルグランヴィア大阪
　　　　　　　　20階　各庭Ａ・Ｂ
　　⑵　�令和６年度病院６団体共催年末特別講

演会・懇親会の開催について
　　　�　大村会長より、下記のとおり開催した

いとの説明があり、協議の結果、全員一
致をもって承認し、可決した。

　　　①　日　時　令和６年12月３日㈫
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　　　　　　　　　15：00 ～ 19：00（予定）
　　　②　会　場　神戸ポートピアホテル　
　　　③　スケジュール
　　　　ア　特別講演会　15：00 ～ 16：50
　　　　　　（講師及び演題未定）
　　　　イ　懇親会　17：00 ～ 19：00
　　　　　　参加費　一人　20,000円
　　　　　　（�特別講演会のみの場合は、一人

5,000円）
　　⑶　後援名義の使用承認について
　　　�　大村会長より、以下の支援を行いたい

旨の発言があり、協議の結果、全員一致
をもって承認し、可決した。

　　　・依頼者　�公益社団法人全国病院理学療
法協会

　　　・内　容　�「第73回日本理学療法学会」
の後援名義使用許可

　　　・会　期　令和７年５月16日㈮～ 18日㈰
　　　・場　所　神戸商工会議所
　　　　　　　　神商ホール・会議室
　２　報告事項
　　⑴　�兵庫県医師会館の休館に伴う事務局の

休業について
　　　�　大村会長より、兵庫県医師会館の休館

に伴い、事務局業務を休止させていただ
く旨の報告があり、了承された。

　　　事務局の休業日　８月13日㈫～ 15日㈭

【兵庫県民間病院協会】
　１　協議事項
　　⑴　県の委員会等への委員の推薦について
　　　�　西会長より、委員会等委員の推薦依頼

があり、回答期限の関係から県医師会保
険委員会へは新たに大西尚理事を、兵庫
県疾病対策課から依頼のあった兵庫県難
病医療ネットワーク支援協議会及び同難
病部会へは引き続き吉田泰久会員を、兵
庫県感染症対策連携協議会へは引き続き
西会長を推薦した旨説明があり、全員一
致をもって承認し、可決した。

所　管 県医師会
委員会名称 保険委員会
被推薦者 大西　尚理事
任　期 R6.7 ～ R8.6

所　管 県疾病対策課

委員会名称 兵庫県難病医療ネットワーク
支援協議会及び同難病部会

被推薦者 吉田　泰久会員
任　期 R6.8 ～ R8.3

所　管 県疾病対策課
委員会名称 兵庫県感染症対策連携協議会
被推薦者 西　昂会長
任　期 R6.8 ～ R9.7

　２　報告事項
　　⑴　第19回研究発表会の開催について
　　　　西会長より、以下の報告があった。
　　　・日時　令和６年８月24日㈯
　　　　　　　13：30 ～ 17：00（予定）
　　　・場所　�兵庫県民会館　けんみんホール、

パルテホール、福の間
　　　・発表演題　47演題
　　⑵　�令和６年度事務長会・看護部長会合同

研修会の開催について
　　　　西会長より、以下の報告があった。
　　　・日時　令和６年10月26日㈯
　　　　　　　14：30 ～ 19：00（予定）
　　　・場所　シーサイドホテル舞子ビラ神戸
　　⑶　�令和６年度兵庫県看護功績賞被表彰者

について
　　　　西会長より、以下の報告があった。
　　　（受賞者）
　　　　市川　研吾
　　　　　（医療法人実風会 新生病院）
　　　　大塚　景子
　　　　　（社会医療法人恵風会 高岡病院）
　　　　尾畠　直子
　　　　　（医療法人社団十善会 野瀬病院）
　　　　迫田　貴子
　　　　　（�公益財団法人神戸市民間病院協会 

神戸看護専門学校）
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　　⑷　会員の退会について
　　　�　西会長より、「信原病院」がクリニッ

クへ変更のため、退会届の提出があった
旨報告された。

　　　�　なお、退会後の会員数は244名となる。
　　　【退会者】
　　　・病院名　信原病院
　　　・会　員　三森　岐栄
　　　・所在地　たつの市揖西町土師720
　　　・退会日　令和６年４月30日
　　　※退会後の会員数244名
　　⑸　会員の変更について
　　　�　西会長から、以下のとおり会員の変更

が報告された。
支部名 神戸
病院名 神戸平成病院

新会員名
役職 院長
氏名 北

きた

河
がわ

　宏
ひろ

之
ゆき

旧会員名
役職 院長
氏名 日

ひ

髙
だか

　昭
あき

斉
なり

変更年月日 R6.4.1

支部名 東播
病院名 新淡路病院

新会員名
役職 院長
氏名 堀

ほり

　貴
たか

晴
はる

旧会員名
役職 院長
氏名 木

き

戸
ど

上
がみ

　洋
よう

一
いち

変更年月日 R6.6.21

　３　その他
　　⑴　電子処方箋導入について
　　　�　大江理事から、県医師会の電子処方箋

導入の対応について情報提供があった。
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日　　時　令和６年７月30日㈫
　　　　　13：30 ～ 18：00
場　　所　都ホテル京都八条
出 席 者　86名
　〈兵庫県民間病院協会事務長会関係〉
　 �播間利光会長、西宮謙二副会長、黒川雅博

副会長、宮宗欣弘幹事、伊藤仁幹事、下林実
幹事、伊田佳史幹事、横内幸男幹事、阿児良典
幹事、田中豊人幹事、藤井健幹事、西井欣廉
幹事、寺本英徳幹事、金田篤志幹事、橋本盛方
事務局長が出席

概　　要
１　開会挨拶
　�　清水鴻一郎京都私立病院協会会長から、連

日暑い京都への歓迎のことばと今回の厳しい
診療報酬改定や医師の働き方改革への対応、
サイバーセキュリティ対策などの共通課題に
ついて議論、情報交換し、実りある会議とな
ることを期待する旨の挨拶があった。

２　協議事項
　⑴　令和６年度診療報酬改定について
　　�　今回の診療報酬改定に伴う、①ベース

アップ評価料への対応状況や、②重症度、
医療・看護必要度の見直しによる病棟再編
計画の有無、③地域包括医療病棟の届出予
定等について、共通の事前アンケート結果
を基に各団体から報告があった。当協会か
らは、西宮幹事が報告し、課題や今後の経

営への影響等について協議、意見交換した。
　⑵　病院事務職員の採用について
　　�　事務職員については、各府県からほとん

どの病院で不足またはギリギリの状況でや
りくりする一方、採用募集しても応募者が
少なくなっている厳しい現状の報告があっ
た。当協会からは、藤井健幹事から自病院
における採用活動を通じてこの春、実際に
採用に至った事例を交え、採用側の熱意と
処遇改善の重要性等を報告した。

３　特別講演
　　講師　表具師　井上　雅博　氏
　　　　　（㈱井上光雅堂代表）
　　演題　「表具師から見る伝統工芸の今」
　�　井上雅博氏は、京表具伝統工芸士（経産大

臣認定）、一級表装技能士（厚労大臣認定）
であり、74ある京都市伝統産業の一つ「京表
具」の仕事に従事。神社・仏閣の表装をはじ
め、日本画・書に関わる軸装・額装・屏風等、
表装の新調と修復を手掛けられている。近年
では、現代美術や新素材と表具の技術を融合
させた作品の制作、ホテルや飲食店の室内装
飾も数多く手掛けられ、京表具を通して伝統
技術の継承と普及に努められている。

　�　表具は仏教の教えを後世に残すために仏教
伝来とともに伝わったとのことで、その難し
さと奥深さ、魅力と可能性について、氏がこ
れまでに携わられた修復や装飾の具体例を挙
げながらお話いただいた。

令和６年度
第１回近畿病院団体連合会事務長会
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病院
かわら版

医療法人社団博愛恵秀会
神戸博愛病院

私は2018年11月に神戸
博愛病院に入職しました。
それまでは大阪の病院で
20数年勤務しておりまし
た。主な業務は医事課・
各種届出業務です。

当院は栄町から現在の
西元町に移転して約12年
になります。障害者病床

32床、療養型病床88床の120床のケアミックス
の病院です。当院は兵庫県では残り少ない法人
の病院ではなく、個人の病院です。この度、令
和６年６月１日より医療法人社団博愛恵秀会神
戸博愛病院と変更になりました。今回、医療法
人の変更についての話をしたいと思います。

昨年、法人に変更になると聞いた時、「今ま
で経験したことがないけど法人への変更の書類
を出せばいいんだ」と簡単に思っていました。

いざ書類の作成を行なうと、神戸市役所・中央
区役所との幾度となるやりとりや病院開設届、
病院建物使用前自主検査申請、病院建物使用許
可申請といった今までほとんど見たことのない
書類ばかりで大変でした。

書類の提出が終われば次に診療用Ｘ線撮影装
置の廃止届や備付届や近畿厚生局への遡及申
請、すべての施設基準の届直し等、いろいろな
作業がありました。それと同じ様に大変な作業
だったのは令和６年６月１日が経過してから社
会保険・国民健康保険のオンラインシステムや
労災保険・難病申請といった各方面に連絡や書
類提出が多くて大変でした。今後携わることが
ない様なことを経験出来たことは大変勉強にな
りました。

最後に医療法人社団博愛恵秀会神戸博愛病院
となりましても、今まで通り安全な心温まる地
域医療を目指していきたいと思います。

医事課 課長
溝口 晴彦
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（公社）神戸市民間病院協会
令和６年７月度　第２回理事会

日　　時　令和６年７月11日㈭
　　　　　15：00 ～ 16：10
場　　所　神戸看護専門学校　８階講堂

　理事総数15名　出席理事数11名
　監事総数２名　出席監事数１名

出席役員
　代表理事（会長）西昂（議事録作成者）
　理　　事　�𠮷田寛、金守良、荻原徹、稲見直邦、

吉田泰久、中井正信、藤井正彦、
笹野哲郎、大西安代、中野市雄

　監　　事　西村元延
出席参与・参事　 
　参　　与　山本正之、藤久和
　参　　事　�横内幸男、阿児良典、岩城一男、

高田郁子

上記のとおり出席があったので定款第33条の
規定により会長 西　昂が議長となり、開会を
宣し議事に入った。

報告事項１　�令和６年６月度管理部門並びに看
護専門学校の収支報告

　�　議長の指名により事務局長から、６月度管
理部門並びに神戸看護専門学校収支について
報告を行った。

報告事項２　学校報告
　�　議長の指名により大西学校長から下記の報

告を行った。
　⑴　学生の状況

　　　１年生：
　　　　６月末コロナ感染症にて出席停止：１名
　　　　�入学時より休学中であった学生：７月

２日付退学
　　　２年生：
　　　　９月２日～ 11日
　　　　　老年看護学実習（老人保健施設実習）
　　　３年生：
　　　　５月７日～７月25日
　　　　　専門分野実習
　　　　６月末～７月初め
　　　　　コロナ感染症にて出席停止：３名　
　　　　夏季休暇中に補充実習を実施する予定
　　　全学年　８月１日～９月１日　夏季休暇
　⑵　�学校自己点検・学校評価に関する学校関

係者委員会 
　　�　６月13日　14：30 ～　８階第１会議室

にて実施
　　�　会長・副会長出席のもと、令和５年度学

校自己点検の調査結果・学生の満足度調査
結果を学校より報告の上学校運営等に関し
意見を頂いた。

　　�　今後の課題として、受験者数の増加と国
家試験の合格率を上げることの意見を受
けた。

　　�　学校自己点検結果及び学校関係者委員会
の内容、その他学校に関する情報について
ホームページにて情報公開を行った。

　⑶　講師会議
　　�　６月14日　17：00 ～ 20：00　ANAクラ

ウンプラザホテルにて講師会議・交流会を
開催

　　　外部講師　21名参加
　　�　学校より本校カリキュラム概要、学生状

況、看護基礎教育の動向等についての説明
後、授業の方法やICT教育について等の質
問・意見があり、外部講師との意見交換・
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交流を図ることができ盛況な会となった。
　⑷　学生募集に関する事
　　�　学校見学会開催：
　　　　�４月以降、10月まで毎月１回土曜日に

開催予定。次回　９月21日開催予定。
　　�　オープンキャンパス：
　　　　�８月１日・２日に開催予定。現在申込

受付中。　
　⑸　教職員に関する事　　
　　　７月初め 職員１名 コロナ感染症に罹患
報告事項３　�兵庫県に令和５年度事業報告・決

算書提出（6.6.28）
報告事項４　�大学等における就学支援に関する

法律に定める更新確認申請書の提
出（6.6.18）

報告事項５　�５月定時総会での役員改選の法人
登記完了（6.6.11）

報告事項６　�事務長部会・看護部長部会の取り
組み

　�　議長の指名により、事務局長より上記報告
事項について一括して報告を行った。

議題１　自民党神戸市会議員団への要望について
　�　議長の指名により事務局長から、令和７年

度神戸市予算編成に対する最重点要望とし
て、自民党神戸市会議員団へ、例年どおり「固
定資産税・都市計画税半額免除の復活」を要
望する旨説明を行った。

　�　議長は、この説明を議場に諮った結果、満
場一致で原案通り承認し可決確定した。

議題２　神戸市医師会との懇談会について（報告）
　�　議長の指名により事務局長から、６月27日

㈭に開催した第28回懇談会について、診療報
酬の改定の影響、医師の働き方改革、医師会
への理事の推薦など意見交換の内容について
報告を行った。

議題３　�地域医療介護総合確保基金（医療分）
に係る令和７年度事業提案について

　�　議長の指名により事務局長から、兵庫県保
健医療部からの令和７年度事業提案募集の資
料の説明を行った上で、この募集資料を会員
病院へ周知し提案を募集したところ、相談は
１件あったものの結果として会員病院からの
提案はなかったことから、協会としての提案
はなしとしたい旨説明した。

　�　議長は、この説明を議場に諮った結果、満
場一致で原案通り承認し可決確定した。

議題４　その他
　 ❖ �日本ノーリフト協会体験会＆交流会につい

て西会長より紹介。
　 ❖ �中央市民病院開設100周年記念式典・講演

会・祝賀会　
　　７月14日㈰　11：00 ～
　　神戸ポートピアホテル
　 ❖ �中央市民病院との連携会議
　　７月31日㈬　17：00 ～
　　神戸看護専門学校８階会議室
　 ❖ �市民病協・二次救理事会合同納涼会
　　８月20日㈫　18：00 ～
　　神戸ポートピアホテル
　 ❖ �８月理事会　休会
　 ❖ �９月理事会　９月12日㈭ 15：00 ～ 16：00

議題終了後、第二次救急病院協議会理事会と
合同で下記の神戸市関係局より事業等説明を受
けた。
①�神戸市エンディング・プランサポート事業
　（健康局斎園管理課）
②�「精神保健福祉対策の強化」のための神戸市

新規事業
　（�健康局保健所保健課及び精神保健福祉セン

ター）
③�転院搬送における救急車要請時のご協力につ

いて（消防局警防部救急課）
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（一社）神戸市第二次救急病院協議会
第２回理事会議事録

日　　時　令和６年７月11日㈭
　　　　　15：45 ～ 16：50
場　　所　神戸看護専門学校　８階　講堂
出席役員　理事11名　監事２名　実行委員８名
議　　長　東山　洋　副会長

議　　題
１　�神戸市エンディングプランサポート事業に

ついて（民病合同）
　�　神戸市健康局斎園管理課より、２名の担当

者が来訪し、個人が生前に書面により意思表
明する「リビングウィル（事前指示書）」を作
成し、神戸市と葬儀を契約された事業者が保
管し万一の時は医療関係者に情報提供するエ
ンディングプランサポート事業の紹介があっ
た。これを受け西民病会長が合同理事会に諮っ
たところ、「リビングウィル」書面内容の延命
治療項目について不明瞭な点があると指摘が
あり神戸市に持ち帰り再検討する事となった。

２　�精神保健福祉対策強化の為の神戸市新規事
業について（民病合同）

　�　神戸市健康局精神保健福祉センター他より
２名の担当者が来訪し精神保健福祉対策の強
化の為の神戸市新規事業について紹介があっ
た。紹介時間の関係で、幾つかの新規事業の
内、医療機関に係る事業で、先ず「自殺防止
対策の強化」として、自殺死亡者の40%は過
去に自殺未遂歴があり、その自殺未遂を繰り
返した者の約80%が手段を変えて自殺に至っ
ているとの統計があるとし、自殺未遂者支援
を救急医療機関と連携した積極的なフォロー
アップ事業を行いたいとした。それは自殺未
遂者及び家族への支援に加えて救急医療現場
の職員向けの未遂者支援ツールの作成、支援

者研修及び事例検討会の実施するとして救急
医療機関への協力依頼があった。又、近年、
若年層を中心に市販薬を大量に摂取する

「オーバードーズ」が深刻な社会問題になっ
ており、救急医療機関への搬送件数も増加し
その依存症対策の協力も依頼された。

３　�神戸市消防局より転院搬送における救急車
要請の協力依頼について（民病合同）

　�　神戸市消防局より２名の担当者が来訪し、転
院搬送における救急車要請時の協力依頼が
あった。それによると、神戸市の救急出動件数
は年々増加して来ており、今年度も６月30日時
点で昨年度比率約２％増となっている。例年、
熱中症が多発するこれからの時期は更に救急需
要の増加が予測され、真に緊急性の高い傷病
者への救急搬送が不可欠となる。又、神戸市
消防局ではかねてより救急車の適正利用の啓
発や救急需要対策への取り組みを推進してい
る。そこでこれらの状況をご理解頂き、各会員
病院からの転院搬送の救急車要請を検討ご判
断して頂きたいと依頼された。依頼の詳細内容
としては救急事案多発時には、搬送元医療機
関で可能な限り傷病者管理（時間調整）をお願
いしたり、緊急性の高い傷病者の転院搬送を
除き、患者等搬送事業者（民間救急）等を活用
して頂く依頼になるとした。加えて神戸市消防
局作成の転院搬送ガイドライン・令和５年度転
院搬送に関する統計資料・病院送迎紹介セン
ター（おくる電）・福祉タクシー、民間救急予約
システム（mairuシステム）・神戸市消防局認定
民間救急一覧表が参考資料として添付された。
以上の協力依頼については改めて最終決定文
書として、後日事務局へ要請依頼があり会員病
院へ通知の申し合わせとなった。

４　�救急安心センター（#7119）の運用見直し
における試行期間の設置について

　�　神戸市健康局地域医療課より２名の担当者
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が来訪し、救急安心センター事業について、
今後のさらなる救急需要の増大、又、＃7119
での救急電話相談件数の増加を見据え、不急
の救急車利用や夜間休日の救急医療機関受診
への対策として、今年度下半期から運用を見
直す予定であるとし、其の一部を試行期間と
して実施したいとした。具体的にはこれまで
は救急電話相談で緊急度判定した事案で、赤
判定（救急車を要請）となった相談の全てを
消防管制室へ転送するように推奨してきたが、
今後は転送対象を指定の項目に該当する症状
のみに絞り込みを行い、指定項目以外の症状
は、原則相談者自身で119番へかけ直しを行う
よう勧めるという内容であった。試行運用期
間は令和６年７月15日㈪～９月30日㈪とし、
本運用はその他見直し項目を検討の上、10月
１日を予定しているとし、９月度の理事会に
て再度事前報告を行うとした。これを受け、
東山副会長が理事会に諮ったところ意義なく
承認された。明日、事務局より試行運用説明
資料と共に会員病院へ通知する事となった。

５　�石原災害医療センター長からの外傷診療の
質評価への協力依頼について

　�　石原センター長より、パワーポイントにて、
以前より臨床研究されている【地域における

「避けられた外傷死」の撲滅を目指して】に
ついて、当協議会へ協力依頼があった。石原
センター長の紹介事例では、この臨床研究は
様々な手法を用いて抽出されたデータをスコ
ア数値で表し比較検討評価するもので、日本
国内外を問わず、臨床研究されているもので
あった。更に石原センターはこの臨床研究を
神戸市内での兵庫県警交通事故死データと神
戸市消防局救急搬送データをリンクさせ調査
された報告もあった。それによると、神戸市
内交通事故死亡搬入施設の区分（2014 ～
2016、総数 114）でその大半を占めるのは、

災害医療センター・中央市民病院・搬入施設
なしの３区分で二次救急病院には３例であっ
たとした。そして最後に、石原センター長か
ら、今後もこの臨床研究を継続して行くとし
て当協議会の協力を依頼され締め括った。後
日事務局よりこの臨床研修はレジメを添付
し、会員病院へ紹介する事となった。

６　�二次救急輪番制当番引受必須義務達成につ
いて（令和６年４月～６月）

　�　釜戸事務局長より、定款に則り標記状況に
ついて結果報告があった。それによると神戸
徳洲会病院を除く44病院が当番引受必須義務
単位数（17.5単位）は無事にクリアされてい
るとの事であった。これを受け東山副会長が
理事会に諮ったところ意義なく承認された。

事務長会定例会　議事録

日　時　令和６年７月19日㈮　15：00 ～
場　所　尼崎市中小企業センター　502号室
出　席　�西宮、宮宗、鈴木、井上、廣、野崎、

川原、辻脇、斉藤、浦野、石橋、徳岡、
堀、東、向井、辻井、畑林、池上、伊藤

� 計19名

議　題
１　�兵庫県民間病院協会　事務長会・看護部長

会合同幹事会報告（担当：西宮会長）
　�　７月３日 16：00兵庫県医師会館にて開催。

会報の随筆・かわら版担当者選定。研究発表
会の座長選出。７月30日の近畿病院団体連合
会事務長会打合せ等に関して確認、情報交換
がなされた。
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２　診療情報改定情報交換（担当：各会長）
　�　地域包括医療病棟に情報提供、意見交換が

なされた。
３　�保健所、近畿厚生局立入調査情報交換
　　（担当：各事務長）
　�　尼崎地区では８月に保健所による説明会予定。
　�　みやそう病院 ８月21日保健所立入調査予定。
　に関して情報提供、情報交換がなされた。
４　その他
　 ❖ �長期収載品の処方等、調剤について選定

療養。
　 ❖ 年金機構が加入者調査
　 ❖ コロナ感染症（KP3）による影響
　に関して情報交換がなされた。

次回開催予定日
　令和６年９月19日㈭　15：00 ～

2024年度　事務長研修会　議事録

開催日時　令和６年７月18日㈭
　　　　　15：30 ～ 16：45
開催場所　宝塚リハビリテーション病院　会議室
出 席 者　33名のうち14名出席
議　　長　野原会長
書　　記　榎本会報編集委員

議　　案
はじめに　新会員～初参加者からの挨拶
　 ❖ 宝塚第一病院　藤田事務長補佐より挨拶。
１　�医事部会より報告（保険委員会　さんだリ

ハビリテーション病院　石田事務長）
　 ❖ �医事部会の議事録より、連絡事項 ３項目、

議題 ４項目の報告がなされた。
　　→�施設基準の適時調査について、直近で近

畿厚生局より打診のあった病院がある
か。（野原事務長）

　　→�本会に出席した病院の中では、適時調査
の打診のあった病院はなかった。

２　院長会総会の開催報告（野原会長）
　 ❖ �７月２日、ホテルヒューイット甲子園で開

催された「西阪神民間病院協会　院長会総
会」について報告がなされた。

　　→�院長会・事務長会・看護部会 三者合同
懇親会など、未定の事業計画については、
決まり次第、関係者に連絡する。

　　　（野原会長）
３　�職員入職時の健診結果の把握について
　　（野原会長）
　 ❖ �入職時健診で法定項目及び法定項目以外の

感染症検査（Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎、梅毒 等）
を行い、陽性であった場合に使用者側に伝
えているか。

　　→�健診結果については産業医が判断し、問
題がある場合のみ管理職層へ報告あり。
ただ、入職前の健診結果での内定取り消
しは不可。（明和病院　池崎事務長）

　　→�雇用者の義務の一つに「夜勤者の健康状
態への配慮義務」があるが、その兼ね合
いの中で病院側も把握しているのが現
状。（野原会長）

　　→�個人情報保護にとらわれず、健診結果に
よっては、雇用者側の所見の把握は必要。

（上ヶ原病院　吉田事務長）
４　新型コロナの動向について（野原会長）
　 ❖ �各病院の新型コロナの感染者の状況の確認。
　　→�患者・職員合わせて、10名～ 20名の感

染者が発生しクラスター化した病院もあ
れば、数名で留まっている病院もあった。

　　→�医療機関内だけでなく市中感染の数も増
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えてきているので、注意していきたい。
（野原会長）

５　�事務系の人員配置に関するアンケートにつ
いて（三好病院　山口参与）

　 ❖ �事務系職員の人員配置について、各病院でい
ろいろな組織形態や配置人数があると思う
が、アンケート形式で質問を投げかけたい。

　　→�アンケートの設問など三好病院で整理し
て、三好病院から本会のメンバー宛にメー
ルで配信をお願いしたい。（野原会長）

　　→�アンケート結果については、回答のあっ
た病院にだけ返信する形で、公平性を担
保してほしい。（下林副会長）

◎次回の事務長研修会の予定
　 ❖ 日時：令和６年８月15日㈭　15：30 ～
　 ❖ 場所：西宮医師会　会議室（予定）
　�　ただし、新型コロナウイルス感染症の感染

動向により、変更や中止の場合がある。

令和６年度　定時総会

日　時　令和６年６月13日㈭　18：00 ～
場　所　ホテルモントレ姫路　３階「メヌエット」

議　題
Ⅰ　定時総会司会	 （井野理事）
　１　開会
　２　開会の挨拶	 （森会長）
　３　議案
　　⑴　令和５年度事業報告	 （井上副会長）
　　⑵　令和５年度会計報告	 （中空監事）
　　　　会計監査報告	 （妻鹿監事）
　４　閉会の挨拶	 （尾﨑理事）

Ⅱ　医療連携交流会（特別講演）
　第一部　特別講演
　　会場：14階「シエル」　18：30 ～ 19：20
　　司会	 （事務局　寺本　英徳）
　　座長	 （理　事　江尻　一成）
　　演題①　「�人生の最終段階にあり心肺蘇生

等を望まない心肺停止傷病者へ
の救急隊基本的活動プロトコル」

　　講　師　姫路市消防局　救急課課長補佐
　　　　　　奥見　和昌　様
　　演題②　「�播磨姫路救急搬送システム（通称

HEARTS）について」
　　講　師　姫路市消防局　救急課　主任
　　　　　　習田　良輔　様
　第二部　医療連携交流会
　　会場：３階「ラフェスタ」　19：30 ～
　　司会� （監事　中空　浩志）
　　１　来賓のご挨拶
　　　　姫路市長　清元　秀泰　様　　
　　　　兵庫県西部医師会連合会　副会長
　　　　大岩　敏彦　様
　　２　会長のご挨拶
　　　　西播民間病院協会 会　長　森　　光樹
　　３　乾杯
　　　　西播民間病院協会 副会長　入江　善一
　　４　閉会のことば
　　　　西播民間病院協会 副会長　井上　喜通

令和６年度　第３回　理事役員会

日　時　令和６年７月20日㈯　13：00 ～
場　所　姫路キャッスルホテル　２階松竹の間

議　題
１　兵庫県民間病院協会　理事会からの報告
　⑴　�兵庫県保健医療部の事業説明について



16

エ リ ア 情 報

　　①　�新興感染症に対する医療措置協定の締
結状況について

　　②　�医師の働き方改革について
　　　　病状説明の時間内実施
　　③　�入院時食事療養支援事業について
　⑵　�令和６年度病院６団体共催年末特別講演

会・懇親会の開催について
　　①　日時　令和６年12月３日㈫
　　　　　　　15：00 ～ 19：00
　　②　会場　神戸ポートピアホテル
　　③　スケジュール
　　　ア　特別講演会　15：00 ～ 16：50
　　　　　（講師及び演題未定）
　　　イ　懇親会　17：00 ～ 19：00
　　　　　参加費　お一人20,000円
　　　　　�（�特別講演会のみの場合は、お一人

5,000円）
　⑶　第19回研究発表会の開催について
　　 ❖ 日　　時　令和６年８月24日㈯
　　　　　　　　13：30 ～ 17：00

　　 ❖ 場　　所　�兵庫県民会館　けんみんホー
ル、パルテホール、福の間

　　 ❖ 発表演題　47題
　⑷　�令和６年度事務長会・看護部長会合同研

修会の開催について
　　 ❖ 日時　令和６年10月26日㈯
　　　　　　14：30 ～ 19：00
　　 ❖ 場所　シーサイドホテル舞子ビラ神戸
２　西播民間病院協会　検討･報告項目
　⑴　�第１回 姫路市地域医療連絡会議 救急医

療専門部会について
　⑵　�令和６年度定時総会の会計報告について
　⑶　�事務長会・看護部長会への助成金増額の

お願い
３　その他
　⑴　次回役員会の日程
　　　日時：令和６年９月21日㈯　13：00 ～
　　　場所：姫路キャッスルホテル
　　　　　　２階松竹の間
　　※８月の理事役員会は休会です。

和令 年6 月8 	 13日㈫～ 15日㈭	 兵庫県医師会館の休館に伴う事務局業務停止
	 19	日㈪		  会報編集委員会
	 24	日㈯		  第19回研究発表会
	 29	日㈭		  第１回兵庫県感染症対策連携協議会

〔予定〕

和令 年6 月9 	 ２	日㈪		  兵庫県医療審議会地域医療対策部会
	 12	日㈭		  近畿病院団体連合会第１回委員会
	 18	日㈬		  会報編集委員会
	 19	日㈭		  理事会
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お知らせ

研 修 会 ・ 講 演 会 の ご 案 内

第 4 2 回 　 事 務 長 会 ・ 看 護 部 長 会 合 同 研 修 会

今年の夏も猛暑となり、毎日厳しい暑さが続いておりますが、皆様方におかれ
ましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、今回の合同研修会では、読売テレビの夕方の顔としてニュース番組のキャ
スターを務めていた清水健氏をお招きし、下記内容で研修会を開催します。

清水健氏は2015年に妻を亡くされ、その後、育児をしながら自身の経験を語り、
多くの人の心に寄り添い、日常への感謝を伝え続けています。 2016年には一般
社団法人清水健基金を設立され、がん治療や患者の支援に携わる団体への寄付を
行っておられます。

医療・介護を通して多くの方々の命に携わる私たちにとって、改めて大切なこ
とを考えさせていただける機会になると思います。

是非、多くの方にご参加いただけますよう、ご案内いたします。

記

日　　時　　令和６年10月26日㈯　14：30　開会（14：00　受付開始）
	 特別講演　15：00 ～
	 懇 親 会　17：00 ～
場　　所　　シーサイドホテル舞子ビラ神戸
　　　　　　（兵庫県神戸市垂水区東舞子町18－11）
　　　　　　（電話：078－706－3711）
特別講演　　「大切な人の “想い” とともに」（仮）
　　　　　　講師：清水　健（しみず　けん）氏
　　　　　　［フリーアナウンサー］
会　　費　　研修会・懇親会16,000円
　　　　　　（宿泊を伴う場合は、別途主催支部にご相談ください。）
　　　　　　（一般職員が講演のみの参加の場合は4,000円）
　　　　　　※事務（部）長・看護部長は講演のみの参加はできません。
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（一社）兵庫県全日本病院協会だより

議　事　要　旨　（抜　粋）議　事　要　旨　（抜　粋）

公益社団法人 全日本病院協会

2024 年度　第４回常任理事会

日　時　2024 年７月 20 日㈯　13：00 ～ 16：30
場　所　全日本病院協会　大会議室
出席者　定数 26 名、出席 23 名

厚生労働省医薬局総務課電子処方箋サービス
推進室より、電子処方箋について説明が行わ
れた。

【主な報告事項】
●�中央社会保険医療協議会　診療報酬改定結果

検証部会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第70回・2024.6.12）
• �2024年度診療報酬改定の結果検証に係る特別

調査の実施が了承された。

●中央社会保険医療協議会　総会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第590回・2024.6.12）
• �診療報酬改定結果検証部会から、2024年度診

療報酬改定の結果検証に係る特別調査につい
て説明が行われ了承された。

• �費用対効果評価専門組織から、「テゼスパイ
ア皮下注」の費用対効果評価案が提示され了
承された。

• �オルミエント錠の最適使用推進ガイドライン

が改訂されたため、保険適用上の留意事項通
知を発出した旨が報告された。

• �公知申請とされた適応外薬の保険適用につい
て、2024年４月26日の薬事審議会医薬品第一
部会における事前評価が終了し、公知申請し
て差し支えないとされ、同日付で保険適用と
なったことが報告された。

• �DPC対象病院２病院の退出について報告が行
われた。

　�また、2024年度診療報酬改定において新設さ
れた地域包括医療病棟への病棟再編を行う場
合も、「病床機能の転換を理由に退出する場
合」の類型として取扱い、厚生労働省保険局
医療課において審査及び決定する旨が報告さ
れた。

• �先進医療会議における先進医療Ａ及びＢの科
学的評価結果が報告された。

• �2024年度診療報酬改定で新設された医療DX
推進体制整備加算について、マイナンバー
カードの保険証利用の利用実態等に係る医療
機関・薬局へのヒアリングを実施することが
説明された。
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●�中央社会保険医療協議会　入院・外来医療等
の調査・評価分科会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（2024年度第１回・2024.6.14）
• �2024・2025年度調査のスケジュール案、調

査項目・内容案が提示され議論した。
• �医療機関等における賃上げの実施状況の把握

の方法案が提示され議論した。

●�中央社会保険医療協議会　診療報酬基本問題
小委員会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第223回・2024.7.3）
• �入院・外来医療等の調査・評価分科会から、

2024・2025年度調査、医療機関等における
賃上げの実施状況の把握の方法案等が報告さ
れた。

●中央社会保険医療協議会　総会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第591回・2024.7.3）
• �診療報酬基本問題小委員会から、入院・外来

医療等の調査・評価分科会での2026年度診療
報酬改定に向けた対応案、2024・2025年度
調査、医療機関等における賃上げの実施状況
の把握の方法案が報告され了承された。

• �DPC対象病院４病院の退出について報告が行
われた。

• �７月１日時点で取り纏められた主な施設基
準の届出状況等が報告された。

• �医療DX推進体制整備加算に係るヒアリング
結果が報告され、課題と論点が提示され議論
した。

●�中央社会保険医療協議会　薬価専門部会につ
いて
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第225回・2024.7.17）
• �2025年度薬価改定について、課題と論点が提

示され議論した。

●中央社会保険医療協議会　総会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第592回・2024.7.17）
• �薬価専門部会から、2024年度医薬品価格調査
（薬価調査）の報告が行われた。
• �2024年８月収載予定の臨床検査の保険適用が

了承された。
• �長期収載品の処方等又は調剤に係る選定療養

について説明が行われた。
• �歯科用貴金属価格の随時改定について報告が

行われた。
• �武見敬三厚生労働大臣から中央社会保険協議

会の小塩隆士会長に「医療DXに係る診療報酬
上の評価の取扱いについて」諮問が行われた。

• �武見敬三厚生労働大臣宛の答申書が了承さ
れた。

●社会保障審議会医療部会について
神野副会長より下記の報告がされた。

（第108回・2024.6.7）
• �かかりつけ医機能が発揮される制度の施行に

向けた検討状況が報告された。
（第109回・2024.7.12）
• �新型インフルエンザ等対策政府行動計画及び

ガイドラインの改定の検討状況（医療部分）
が報告された。

• �医療DXの更なる推進について、①基本的な
考え方、②マイナンバーカードの健康保険証
の一体化の加速等、③全国医療情報プラット
フォームの構築、④電子カルテ情報の標準化
等、⑤診療報酬改定DX、⑥医療DXの実施主
体について説明が行われた。

• �「経済財政運営と改革の基本方針2024」、「新
しい資本主義のグランドデザイン及び実行計
画2024改訂版」及び「規制改革実施計画」に
ついて報告が行われた。

●�かかりつけ医機能が発揮される制度の施行に
関する分科会について
織田副会長より下記の報告がされた。
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（第６回・2024.6.21）
• �かかりつけ医機能に関する医療機能情報提供

制度の見直し案が提示され議論した。
• �障害のある方に対するかかりつけ医機能につい

て、障害者団体・関係団体からヒアリングを行っ
た結果を踏まえた対応案が提示され議論した。

• �かかりつけ医機能の確保に向けた医師の研修
骨子案として、①かかりつけ医機能の確保に
向けた医師の教育や研修の充実に関する基本
的な考え方、②かかりつけ医機能報告の報告
対象として該当する研修、③厚生労働科学研
究班による詳細の検討が提示され議論した。

（第７回・2024.7.5）
• �報告を求めるかかりつけ医機能の内容案とし

て、①１号機能「継続的な医療を要する者に
対する発生頻度が高い疾患に係る診療その他
の日常的な診療を総合的かつ継続的に行う機
能」の有無及びその内容、②２号機能の有無
及びその内容、③その他の報告事項が提示さ
れ議論した。

• �分科会でのこれまでの議論をとりまとめた
「議論の整理案」が提示され議論した。
（第８回・2024.7.19）
• �前回の議論等を踏まえた「議論の整理案」修

正版が提示され了承された。

●�新たな地域医療構想等に関する検討会について
猪口会長より下記の報告がされた。

（第６回・2024.6.21）
• �新たな地域医療構想に関する論点として、①

新たな地域医療構想の方向性（総論）、②新
たな地域医療構想の具体的な内容、その達成
に向けた取組（各論）が提示され議論した。

●高齢者医薬品適正使用検討会について
美原副会長より下記の報告がされた。

（第18回・2024.6.21）
• �2023年度事業（業務手順書等の見直し）につ

いて報告が行われた。
• �2024年度事業の取組として、①見直しを行っ

た指針及び業務手順書の地域における運用調
査、②医療機関でのポリファーマシー対策業
務の効果に係るエビデンス調査・検討を予定
していることが説明された。

●�医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に関
する検討会について
神野副会長より下記の報告がされた。

（第５回・2024.7.3）
• �2025年度医学部臨時定員の意向について、前

回の配分方針に沿って臨時定員を配分した場
合、2025年度医学部定員上限の範囲内に収ま
ることから、当該方針に沿って配分可能とな
る見込みであることが説明された。

• �今後の医師偏在対策について、①医師養成過
程での地域枠の活用（臨時定員地域枠、恒久
定員内地域枠）、②総合的な診療能力を有す
る医師の育成・リカレント教育（総合診療専
門医、総合的な診療能力を有する医師の養成）
について議論した。

●�特定機能病院及び地域医療支援病院のあり方
に関する検討会について
猪口会長より下記の報告がされた。

（第20回・2024.7.3）
• �特定機能病院の現状等について説明が行わ

れ、その後フリートークが行われた。
• �今回挙げられた意見を踏まえ論点を整理し、

２～３回程度で検討意見集約を行い、年内目
途に一定の意見集約、とりまとめを行うこと
とした。

●�地域医療構想及び医師確保計画に関するワー
キンググループについて
織田副会長より下記の報告がされた。

（第15回・2024.7.10）
• �地域医療構想の進捗等について、①地域医療

構想調整会議における検討状況等調査、②病
床数の変化等、③今後の対応方針案が提示さ
れ議論した。
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• �2024年度病床機能報告について、①地域包括
医療病棟入院料の取扱い、②報告項目の追加
が提示され議論した。

• �推進区域案及びモデル推進区域案が提示され
議論した。

●�医療事故調査制度への病院としての対応に関
する注意喚起について
今村常任理事より、医療安全・医療事故調査

等支援担当委員会がとりまとめた注意喚起案に
ついて説明が行われた。

上記説明を受け、「遺族からの申し出窓口を
設置し、申し出があった場合には事故調査を検
討すること」の部分について、文章の表現の見
直しや補足的な資料の必要性に関して指摘があ
り、再度、委員会で検討することとした。

●�第65回全日本病院学会 in 京都 委員会企画の
全日病ニュース編集方針について
宮地常任理事より、第65回全日本病院学会 

in 京都における各委員会企画の全日病ニュー
ス掲載に関する編集方針が報告された。

●各種研修会案内について
猪口常任理事より、各種研修会を下記の通り

開催することが報告された。
⑴　�2024年度個人情報管理・担当責任者養成研

修会アドバンストコース
　・日　時　2024年10月10日㈭
　　　　　　10：00 ～ 16：30
　・会　場　全日本病院協会　大会議室
　・定　員　48名
　・対　象　�当協会が実施した「個人情報管理・

担当責任者養成研修会ベーシック
コース」の受講修了者が望ましい

　・参加費　23,100円（税込）

●各委員会報告について
• �救急・防災委員会委員長の加納常任理事より、

2024年能登半島地震に出動したAMAT隊員よ

り派遣先の病院から「業務調整員」の具体的
な職種に関する質問を多く受けたことを受
け、AMATベストの背部に、「病院名＋職種」
を記載したシートを装着することに決定した
ことが報告された。

●厚生労働省、日医、各団体報告について
• �神野副会長より、医師臨床研修マッチング協

議会運営委員会（2024年度第１回）の報告が
行われた。

• �井上常任理事より、一般社団法人日本専門医
機構理事会（第５期第25回・第６期第１回）
の報告が行われた。

【討議事項】
●�全日病におけるサイバーセキュリティ支援策

について
猪口会長より、厚生労働省から医療機関等に

おけるサイバーセキュリティ対策の強化につい
て注意喚起がなされ、インシデント発生時に備
えて、インシデントを認知した際の対処手順を
確認し、外部関係機関への連絡体制や組織内連
絡体制等を準備するため、自己診断機能として
チェックリストが導入され、その保管並びに立
ち入り検査時の確認・指導がなされる取組みに
ついて説明が行われた。

引き続き、事務局より、当協会では会員向け
の支援として、2022年５月より、東京海上日動
火災保険株式会社による「全日病サイバーリス
ク保険」の取扱いをしているが、加入率は全体
の約15％程度であり、この度、東京海上日動火
災保険株式会社から、加入率を上げるため、ま
た、会員病院支援の一助として「全日病サイバー
リスク保険（全員加入制度）（新設）」＋「団体
サイバーリスク保険（保険料の引下げによる加
入促進）」の提案があったことが説明された。

猪口会長より、医療DXに関して、サイバー
セキュリティを含めて新委員会を立ち上げると
ともに、東京海上日動火災保険株式会社からの
上記提案を検討する考えが示された。
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７７
月
度
事
業
報
告

月
度
事
業
報
告

種　　目 件　数 取扱高 前年同月比 種　　目 件　数 取扱高 前年同月比

１．融　　資 0 病院 ６．牛　　乳 1 病院 32,140 12,010

２．寝　　具 26 病院 7,095,806 97,749 ７．防　　虫 0 病院 0 0

３．白　　衣 22 病院 9,188,976 △ 116,645 ８．保　　険 （手数料収入） △ 199 △ 3,354

４．患 者 衣 9 病院 658,008 △ 73,299 ９．飲　　料 （手数料収入） 5,044 △ 684

５．パ　　ン 0 病院 0 0 10．そ の 他 （手数料収入） 0 △ 5,383

金額単位：円

７月理事会

日　　時　令和６年７月17日㈬
　　　　　14：30 ～ 15：00
場　　所　兵庫県医師会館　６階　第１会議室
役員総数　理事８名、監事２名
出席理事　８名（うち本人出席４名）
　　　　　（うち議決権行使書出席４名）
出席監事　１名
議　　題
１　報告事項
　⑴　６月度事業及び収支について
　　・�事務局長より資料に基づき報告、了承さ

れた。
２　協議事項
　⑴　役員退職慰労金について
　　・�５月の総会をもって退任された古瀬先生

に対して、規定に基づき退職慰労金を支
給することについて異議なく承認された。

　⑵　就業規則の一部改正について
　　・�職員の様々な事情に応じた柔軟な休暇取

得に対応するため、新たに時間単位の年
次有給休暇を設ける事について異議なく
承認された。

　⑶　�賛助会企業㈱アペックス西日本の退会に
ついて

　　・�同社より、体制変更に伴う賛助会員の脱退

申し出がある旨報告したところ、同社都合
によるもので退会に応じる事で承認された。

　⑷　�神戸博愛病院の組合脱退並びに医療法人
社団博愛恵秀会神戸博愛病院の組合加入
について

　　・�法人設立に伴う脱退・加入手続きを行う
ものであり異議なく承認された。

３　その他事項
　⑴　事務局の運営等について
　　・�政府保有の商工中金株式の競争入札につ

いて
　　　�政府保有の株式の入札について、同庫よ

り入札参加の案内がある旨報告。
　　　�協議の結果、組合で保有の株式と同額で

50千株を入札参加することで了承された。
　　・�事務局長の後任について
　　　�後任の局長について、みなと銀行、他企

業等も含めて人材の派遣交渉をすすめて
いる旨報告した。次回９月の役員会で詳
細を報告することで了承された。

　⑵　次回役員会等の開催日時について
　　・�定例役員会
　　　令和６年９月19日㈭　14：30 ～ 15：00
　　　医師会館６階　第１会議室
　　※例年通り８月の役員会は休会とします
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令和６年７月24日神戸市中央区のホテルオークラ神戸において、令和６年度第１回
理事会・第18回代議員会が開催され、令和５年度兵庫県病院企業年金基金事業報告、
決算に関する報告及び決算監査報告等について審議され承認されました。

《議　　　題》

議案第１号　�「令和５年度兵庫県病院企業年金基金事業報告、決算に関する報告及び
決算監査報告」について　

　　　　�　令和５年度兵庫県病院企業年金基金事業報告、決算に関する報告及び
決算監査報告が承認されました。

兵庫県病院企業年金基金だより兵庫県病院企業年金基金だより

令和６年度　第１回理事会・第 18回代議員会開催
〔令和５年度決算が承認されました。〕
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■貸借対照表（令和６年３月31日現在）

資産勘定 負債勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

１．純資産

流 動 資 産 78,592,864 流 動 負 債 0 

固 定 資 産 9,100,517,344 支 払 備 金 208,356,944 

計 9,179,110,208 計 208,356,944 

２．負債

責 任 準 備 金 7,166,344,000 

計 7,166,344,000 

３．基本金及び総合計

繰 越 不 足 金 0 別 途 積 立 金 1,789,811,253 

当 年 度 不 足 金 0 当 年 度 剰 余 金 14,598,011 

計 0 計 1,804,409,264 

総合計 9,179,110,208 総合計 9,179,110,208 

■損益計算書（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日）

費用勘定 収益勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

１．経常収支

給 付 費 475,413,527 掛 金 等 収 入 474,120,500 

移 換 金 16,454,600 受 換 金 等 0 

運 用 報 酬 等 41,311,154 運 用 収 益 669,877,851 

業 務 委 託 費 等 26,771,362 

運 用 損 失 0 

計 559,950,643 計 1,143,998,351 

２．特別収支

特 別 支 出 0 特 別 収 入 0

繰 入 金 0 受 入 金 0

計 0 計 0

３．負債の変動

責任準備金増加額 569,449,697 責任準備金減少額 0

計 569,449,697 計 0

４．基本金及び総合計

繰越不足金処理金 0 別途積立金取崩金 0

別途積立金積増金 0 当 年 度 不 足 金 0

当 年 度 剰 余 金 14,598,011 

計 14,598,011 計 0

総合計 1,143,998,351 総合計 1,143,998,351 

令和５年度

年金資産（固定資産）は 91 億に

決算に関する報告書

年金経理年金経理 （円）

７月24日に開催されました第18回代議員会で、当基金の令和５年度決算が可決・承認されま
したので、その概要をお知らせします。
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業務経理・業務会計業務経理・業務会計 （円）

業務経理・福祉事業会計業務経理・福祉事業会計 （円）

■貸借対照表（令和６年３月31日現在）

資産勘定 負債勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

流 動 資 産 169,823,454 流 動 負 債 11,614,990 

固 定 資 産 0 固 定 負 債 0 

繰 越 不 足 金 0 繰 越 剰 余 金 142,384,644 

当 年 度 不 足 金 0 当 年 度 剰 余 金 15,823,820 

計 169,823,454 計 169,823,454 

■損益計算書（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日）

費用勘定 収益勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

事 務 費 41,109,434 掛 金 収 入 67,731,500 

代 議 員 会 費 373,214 受 入 金 0 

業 務 委 託 費 等 2,124,400 雑 収 入 220,000 

機 械 処 理 経 費 0 不 足 金 0 

繰 入 金 5,533,850 

雑 支 出 2,986,782 

剰 余 金 15,823,820 

計 67,951,500 計 67,951,500 

■貸借対照表（令和６年３月31日現在）

資産勘定 負債勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

流 動 資 産 0 流 動 負 債 0 

固 定 資 産 0 固 定 負 債 0 

繰 越 不 足 金 0 繰 越 剰 余 金 0 

当 年 度 不 足 金 0 当 年 度 剰 余 金 0 

計 0 計 0

■損益計算書（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月31日）

費用勘定 収益勘定

科　目 決算額 科　目 決算額

事 務 費 1,099,820 受 入 金 5,533,850 

福 祉 事 業 費 4,320,000 

雑 支 出 114,030 

計 5,533,850 計 5,533,850 
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承ります！ も承っています！
会報、大学要項など
70 年以上の実績があります。

すべてまるっと、お任せください！

例えば、診察・入院・手術などの手引書を、
幅広い年代や、日本語が不慣れな方向けに

動画にも
できます

・翻訳
・イラスト作成
・ストーリー仕立てのまんが化

ご依頼ください！

e-mail : info@shichiou.co.jp

TEL：078-575-5212
FAX：078-577-8366

〒653-0012  神戸市長田区二番町４丁目 27 番地

病院年報・周年記念誌

印刷以外も

患者様向け小冊子

今ご覧いただいている会報誌も弊社で作成いたしました。

動画
資料のデジタル化
（冊子・図面など）ホームぺージ デジタルサイネージ 看板

○
○
病
院

担当：水原まで

ISRビル（統括本部）

Intelligent Social Reliance
アウトソーシング サポート

〒650-0026
神戸市中央区古湊通 1 丁目 2 番
　　　　　　　　　 （ISR ビル）

（業務案内）

TEL 0120-366-761
www.isr-group.co.jp

社会保険労務士

I S R 梨 本

働き方改革策定

労働条件・ハラスメント

労働保険事務組合
経営者会議

概算確定・労災特別加入

合同会社

ISRパーソネル

副 業 推 進 支 援

人材紹介・リーダー育成

男女共同参画社会づくり協定グループ（兵庫県）

ISR e-Sports

シニア躍動・企業健康経営

株式会社

アイ・エス・アール

データセンター ISR

レセプト管理・情報デザイン

ISRサテライトオフィス

リモートワーク・ウェブ会議

信頼・向上 そして社会貢献
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斡
　
旋
　
及
　
び
　
取
　
扱
　
い

基 準 寝 具 及 び
白 衣 ・ 患 者 衣 の 賃 貸 ○ ワタキューセイモア㈱

牛 乳 ○ ㈱共進舎牧農園
ねずみ・衛生害虫防除 ○ アペックス㈱

自動販売機による飲料
○ ㈱チェリオ Co.、ダイナミックベンディングネットワーク㈱
　 �関西コーヒー㈱、㈱アペックス西日本、
　 関西キリンビバレッジサービス㈱

保 険 代 理 店

○ �損害保険ジャパン代理店
　（組合募集代理店…㈱インシュアランスサービス・㈱ A・I・P）
　 �兵庫県民間病院協会の会員病院、従業員を対象とした自動車保険・火

災保険等の取扱い

○ �アフラック生命保険株式会社
　（組合募集代理店…㈱エイフ）
　 �組合員病院、従業員を対象とした集団扱い商品（がん保険）の取扱い

自 動 車 リ ー ス ○ ㈱イチネン

家庭常備薬、サプリメント
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱諒和（旧 大日商事㈱）
　�組合員病院の職員の福利厚生及びその家族の疾病予防、健康増進の一

助として、年２回斡旋実施

紳士服、レディース用品
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱青山商事と提携
　�「洋服の青山」で買い物時、「AOYAMA タイアップカード」（入会無料）

の提示により、通年、10％の割引（割引セールの場合は割引後の価格
から）が受けられる。（福利厚生の一助として）

引 越
（対象：�組合員病院及び組合

員病院の全職員）

○㈱サカイ引越センターと提携
　�「特別割引専用ダイヤル」（TEL 0120-56-1141）で申込むと、特別優待

割引（引越基本料金の 20％以上割引。但し３月 15 日～４月 15 日は除く）
が受けられる。（福利厚生の一助として）

※�上記以外にも、オゾン方式グリーストラップ改善装置、転倒リスク軽減離床センサー、多言語映像通訳等の
病院関連商品をはじめ、病院運営に役立つ物品・機器の紹介や斡旋をおこなっています。

※�また、院内業務改善やコスト削減、患者様へのサービス向上、職員の満足度向上等をお考えの組合員病院様に、
実現へのお手伝いができるよう、組合から適切な事業者・事業をご紹介し、ご提案などをさせていただきます。
お気軽にお問合せ下さい。

業 務 案 内

　　兵庫県病院協同組合（設立昭和 37 年）

　加  入  病  院　　１２０病院
　主な取引銀行　　商工中金、みなと、日新信金他
　理　 事　 長　　西　　　　　昂（医療法人康雄会　西病院理事長）
　専  務  理  事　　鄭　　　正　秀（医療法人社団博愛恵秀会　神戸博愛病院理事長）
　常  務  理  事　　森　村　安　史（医療法人樹光会　大村病院理事長）
　事  務  局  長　　谷　水　直　人

　・�協同組合には 10 万円の出資金のみ拠出いただければご加入できます。ご加入後は年会費など頂戴するこ
とはありません。

　・取扱い業務並びに組合加入 その他詳細は協同組合事務局へお問い合わせください。

協同組合事務局・ＴＥＬ （078） 230 − 2525　
ＦＡＸ （078） 230 − 2526　
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